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※本動画チャンネルは溝上が個人的に作成・提供するものです。
公益財団法人電通育英会の助成を受けて行われています

【プロフィール】1970年幸生まれ。大阪府立茨木高校卒業。神戸大学教育学部卒業、1996年京都大学助手、講師、
准教授、2014年教授を経て2018年に桐蔭学園へ。桐蔭横浜大学学長（2020-2021年）。京都大学博士（教育学）。

＊詳しくはスライド最後をご覧ください



説明欄にシンポジウムのアーカイ
ブのURLを貼っておきます

どうぞご覧ください

以下、当日の内容の簡単なご紹介です





Scheem-D
・株式会社ウゴトル「学生の相互動画添削によるアク
ティブ・ラーニングの実現」
・ハイラブル株式会社「オンラインと対面のグループ
ディスカッション可視化によるメタ認知の促進」
・株式会社LearnWiz「LearnWiz ～オンラインにおける大
規模なアクティブラーニングの実現～」

プラスDX/産業DX
・神戸大学「デジタル技術やＶＲを用いた新たな医学教
育教材開発の試み」
・鳥取大学「学外学修コンテンツとレコメンド機能及びe
ポートフォリオ構築による学生主体の学びを支援するデ
ジタルフレームワークの構築」
・龍谷大学「低炭素社会の実現に向けた食料システム構
築のための「アグリDX」人材の育成」
・東日本国際大学「介護福祉分野でDXを推進する人材を
育てる―DXにおける大学の役割とは何か」

文科省高等教育DX 成果事例報告（7件）



フリートーク
林 亜季（NewsPicks for Business 編集長）
小野陽子（横浜市立大学 准教授）
和田周久（株式会社EduLab 取締役副社長 兼 COO）
鈴木 顕（文部科学省高等教育局専門教育課 企画官）
溝上慎一（桐蔭学園理事長） ※モデレータ

・技術が手段になるのではなく、
課題設定をうまく行い、事業の目
的、Willをうまく実現していた。

・大学でDXといわれるけど、デジ
タル化＝DXではない

・研究のDXを進める中でも教育の
DXは進められる

・アナログではできないことを追
求してこそDXではないか
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閉会の挨拶 ①文科省の高等教育DX事業（Scheem-
D、プラスDX、産業DX）に横串を刺し
たシンポジウムであった

②デジタル化をメディアとして産官
学が緊密に連携している

③教育のDXによって加速化する学習
パラダイム
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